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1　は　じ　め　に

この研究の目的は，個別経営の農業生産における補助投

入エネルギーを推定・評価し，その経済性を分析すること

である（OEP　82－Ⅰ－2－1）。

現在の日本農薬のエネルギー源は，従来の人力・畜力に

代わって，石油隼その多くを依存している。このため，近

年の「石油危機」によって農業生産に混乱が生じたことは，

記憶に新しい。ところで，石油エネルギーは農業生産にお

ける動力源（燃料）として，虐接的に大量に利用されてい

るだけではない。農業生産に大量投入されるようになった

化学肥料・農薬・機械や諸材料等の工業製品を製造するエ

ネルギーとして，あるいはその原料として，間接的にも大

量に利用されている。

宇田川は，石油エネルギー依存型に転換した日本農業を

分析し，問題点としてエネルギー投入産出比の低下を指摘

しているい）。つまり，太陽エネルギーの利用効率は，例

えば水稲では明治初期の0．18％から昭和50年代の0．4％位

へと約2倍以上に高くなっている2）が．しかし，この利用

効率を高めるために投入されている化石補助エネルギーは

激増しており，生産物一単位の生産により多くの化石補助

エネルギーを必要とするようになったということが．問題

視されているのである。

本研究では，日本農業全体を対象としたこれまでの研究

とは異なり，個別経常を対象として従来明確でなかった経

済的視点から，この間題を分析する。

2　分　析　方　法

分析対象は，青森県三戸郡田子町淡集落から選んだ3戸

の農家である。戦後の北東北農山村に共通して存在した「ヒ

エー麦一大豆」の畑2年3作方式は，高度経済成長期に崩

壊し，水稲専作化する。米生産調整の開始される昭和亜年

以降も水稲生産の比率が高い当該地域の中で．田子町は畑

作振興に成功している数少い町村である1）。この高度経済

成長期以前の農業生産におけるエネルギー利用を，現在の

状況と比較考察することは必要であるが，ここでは扱わな

い。なお．3戸の農家は，腋集落における営農類型（水稲

＋ニンニク＋1ないし2の高収益性畑作物）の代表的事例

として選んでいる。
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補助投入エネルギーの評価方法には，産業連関方式，積

み上げ方式とこの二つを組み合わせた折衷方式がある5）。

ここでは，折衷方式を採用する。つまり，個別経営の技術

構造の差を反映させるために詳細な農家調査を実施し，物

財・サービスの投入量を把握する。そして，これを連関方

式で得られたエネルギー単価（鹿β／円）あるいはエネルギ

ー原単位（血β／吻）でエネルギー評価して積み上げ．特定

作目への投入エネルギーを推定している。エネルギー単価

・原単位は，「農林水産業におけるエネルギー単価」（農

林水産業におけるエネルギー利用研究グループ編，昭和56

年）から得た。

労働のエネルギー評価には末だ解決されていない問題が

あるので．ここでは評価していない。なお，表1中の有樵

エネルギーは参考値である。

生産物の持つエネルギーについては，可食部分のエネル

ギーのみを推定し，副産物（地上残物）は評価していない。

可全部エネルギーは．科学技術庁資源調査会編「三訂補

日本食品標準成分表」によって推定している。

3　分析結果と考察

表1に分析結果を示す。ここで特に注意すべき点は．果

物・野菜等の非カロリー源食品をエネルギー評価している

ことである。本研究では，これまでの研究にしたがって投

入産出比を求めるために，これらをェネルギー評価してい

るにすぎない。

さて，投入産出比としての可食部エネルギー／化石補助

エネルギー比は．穀裏作が大体1前後で，野菜類は0．3以

下である（比率1）。生産額の大きい作目はどこの比率は

低い傾向にあり，可食部エネルギーと比較してより多くの

エネルギーを生産から出荷までに必要としていることがわ

かる。

しかし，化石補助エネルギーの投入量が多い作目ほど，

経済的には農業純生産領も増える関係がある（相関係数

0．9233）。エネルギー生産性（農業純生産／化石補助エネ

ルギー）を求めてみると，野菜類には水相と比較して大量

の化石補助エネルギーが投入されているが，しかし，より

多くの純生産顎を実現しているため，化石補助エネルギー

ー単位当たりの経済的生産性は，投入産出比とは逆に，野

菜類の方が高い。



一336－ 東北農業研究　　第　31号（1982）

義1　事例農家の作目へのエネルギー投入（耕地10a当たり．197＄年産）
（単位；103血β，人，100円．8，100円／人，円／103た血g）

事例 農 家 l 事 例 農 家 2 事　 例　 農　 家　 3

作　　　　　　 目 水 稲 ニンニク リンゴ 水稲 ニンニク タバコ 枝 豆 水稲 ニンニク ホップ トマ ト 長 芋 大 根 大 豆 ソ バ

可食 部 エネルギー 1．8 52 993 57 1 1，的 3 8 59 － 125 1．764 983 － 1，13 4 1．6 23 275 4 75 360

有 （労 働 ） 4．14 44 ．2 4 23．8 5

20 9

9．5 6 44．6 6 29．3 1 23．50 7．23 肌 2 1 30．77

8 20

205．7 5 8，13 8．0 9 ．0 7．0

機

．エ

種　　 子 11 22 1 8 191 ？

102

20 8 2 19 ？ 26 1 ？ 20 27

ネ 植　　 物 － ▲－－■ － ー － － －－
ル
ギ
】

厩　　 肥 9 248 1 0 139 0 0 174 50 26 5 0 0 0 0

小　　 計 20 亜9 2 10 8 3刃 102 20 8 3 93 8 70 2 65 26 1 0 20 27

化
石

肥　　 料 260 3．572 5 43 4 15 8 47 794 7 19 464 1，0 74 1，470 1，卸3 2，774 762 26 1 26 1

農　　 薬 194 64 2 由 0 18 8 570 229 l00 19 4 5 78 8 19 1，156 930 268 0 0

補 燃　　 料 4 31 8 96 3 63 2 76 3恥 4 10 1加 37 5 8刃 1，138 1．768 9 3 67 40 4 0

助 諸　　 材 95 6 12 4 78 114 752 547 194 156 8 03 252 6．398 1，亜6 730 23 20
エ
ネ 建　　 物 50 1 16 78 29 1 276 1 3 2 50 397 54 4 3 3 3

ル 機　　 械 694 476 225 胡4 276 356 2 14 47 2 1，㈹ 7 2，410 3，708 100 8 7 74 74
ギ
】
質　　 料 12 2 5 1 5 13 66 8 1 2 22 7 158 93 蛸3 376 26 4 25 4 0

′ト　　 計 1，846 6．365 2．8 59 1．492 2，9 13 2．6 14 1，579 1，鮎 1 4．523 7．169 14．763 5，5 71 1，94 2 00 5 398

投 入 エネルギー計 1．866 6．8 34 3．％ 9 1，5耕） 3 ，243 2，7 16 1，599 1，萬 9 4，9 16 8．側9 15，02 8 5，83 2 1，94 2 425 425

粗　　 収　　 益 1．597 6，的2 3，撼9 1，427 3 ，999 3．14 7 1，50 1 1．6お 4，6 8 1 5．1鴨 16 ．6 70 2．4 70 1，2 97 303 6 18

純　 生　 産　 領 85 2 3，599 2．0 55 8鴨 2，309 2，4 21 93 3 1．0 33 2，595 2，00 4 12，3 16 78 5 6 74 182 470

所　　　　　 得 839 2．94 7 1，84 2 808 1，％9 2，4 12 9 33 1．0 22 2，3 14 2．535 12，0 16 7 85 6 74 182 470

耕　 作　 面　 積 15 0 7 0 120 聞 15 123 10 14 1 鵡 2 9 10 17 10 10 10

比　　 率　　 1 1．0 0 0．16 0．罰 1．13 0．29 － 0．鵡 0．95 0．2 2 － 0．0 8 0．29 0．14 1．17 0．9 0

比　　 率　　 2 2恥 8 1 紬 8 4 52 83 40 143 65 94 6 0 97 84 20 6 7

比　　 率　　 3 4 5．1 46．3 6 4．4 5 4．1 65 ．5 92．3 59 ．1 5 5．2 5 1．2 3 5，4 8 1．4 14．1 34．7 44．9 118．1

次に，以上の分析からわかるように事例農家では，化石

補助エネルギーが大量に投入されている作目ほど土地生産

性も高い傾向を示している。ただし，労働生産性について

は，ニンニクを除いて．化石補助エネルギーとの直線的関

係はない。ニンニクは，耕作面積が大きいほど単位面療当

たりの化石補助エネルギーも多く投入され，労働生産性も

上昇している（比率2）。

生産性に対して，私経済的側面から，投入エネルギーの

「所得形成力」を求めてみる。自家労働1日当たり所得／

化石補助エネルギー比は，エネルギー生産性とは逆に水稲

の方が大きい。しかし，耕地108当たり所得／化石補助エ

ネルギー比（比率3）は，事例集落における収益性作物

（ニンニク，夏秋トマト，枝豆，ホップ，タバコ，リンゴ）

をみると，ホップ以外は水稲と同程度かより大きい。

労働目数と化石補助エネルギーの関係は，殻叢作ではエ

ネルギー投入も労働投入日数も少ないのに対して，野菜類

ではエネルギー投入も労働投入日数も多いというように要

約することができろ。

4　　ま　　と　　め

従来の研究は，投入産出比の低下を第一の間畦点として

指摘している。しかし，本研究から明らかなように投入産

出比の低い作目ほど土地生産性は高い。エネルギー生産性

あるいは耕地108当たり所得の形成力についても，化石補

助エネルギーと経済性のトレード・オフ関係が存在すろ。

したがって，化石補助エネルギーの大量投入は，石油資

源依存あるいは環境汚染や食品汚染の面からは問題がある

が，しかし個別経営の立場からは少なくとも短期的には，

経済合理的な行動であるということができろ。

なお，労働のエネルギー評価や化石補助エネルギーとの

代替関係の分析，あるいは畜産部門と閑適づけた粗大有機

物の経常内・地域内循環の分析等が残された課題である。
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